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問易撲耕による細ネギ栽培の経営評価

久 富 時 男 ,峰 岸 正 好
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実験材料および方法

1 開易碑胡装置の観奏

問□仰れ 奥 行20れのアルミ血室を中央で2区分し,

各区分に編90伽 長 さ8れのベットをそれぞれ4ベ ット

作り中央片側に600で入りの培番夜タンクを設置した

'音を骨号;曝岩岩:31瞥誉号:骨瀞

緒    言

都市近郊における野菜生産の地理的有利とは、道路交

通網の整備、保冷車の利用、鮮度保持技術の向上により

うすらぎつつある しかし 歌弱野菜類は収穫当日ない
し少くとも翌日の早朝に個人で市場出荷のできる都市

近却の有利性は大きい 軟 弱野菜の生産地常は旧hl"床

のI17壌土地常に発達している例が多いか 適 地の少ない

所や営農環境か悪くなった所では何らかの対策が必要で

ある

二兆、市場から要求される軟弱野束は品質の前ったも

のを年間きれめなしに出荷することである。このような生

産を行うためには、天候に支配されることの少ない栽培

施.4を利用して、人上培地や水耕 碑 耕 Ll耕 などによ

る高度輪栽により可能となる

載培品日である薬味用細ネギは カ イヮレダイコンが

業務用から一般家庭消費へと拡大したように家庭消費へ

と漫lEしつつあり 将 来性があると判断し こ れを選ん

だ こ の技塔方式の 1つの大きな狙いは,で きるだけ施

設経費をかけないことであり 手 作りの簡易醸耕装置を

前提とした 試 験は昭和57年から58年にかけて薬味用紐

ネギを前記装置により周年栽培を行い 生 産物を市場出

荷した こ の販売実績により経営試算を行った こ の結

果 当 初の日標をはぼ達成でき実用化ができると半t断さ

れたので報告する

25伽 の厚さにしきつめた 醸 の上には厚さ2伽で6伽

PHH隔に縦横に直径3御の植大をあけた発泡スチ。一〃板

をしいた ベ ット間隔の通路幅は如印にとった こ の醸

耕装置の概J13図を第 1因に示した II差 液は水中ポンプ

第 1図 簡 易陣耕実置の概略凶

であ水した タ イマーは24時間の親タイマーを給水時間

を制御するミニタイャーを運動させた。水道省に電態オ

とフロートスイッチを付け給夜時 減 水した分を給水し

た

2 培 養液のIB4と 培番液管理

培ミ液はOK― F-1を 用いた 0【 ―F-1の 組成

は4冬 茉15%(う ち硝酸lt窒素85%)携 故80%f

カリ170% Mg 20% M● 01% ホ ,素 01%、 キ

レート鉄o18%で ある 培 養液はこの50rJ倍液を用い

た。この格率の養液のECは 約 20ぃ /珈 であった。

好差/」の管理はECと PHを 隔日に測定し,EC08
～2 oms/ml, ,H65-8oの 範囲にlt持した。培

養液は 1カ月に1回更新した。培養液の給水回数は4月

から10月までの期間は午前7時から19時までは2時間問

隔で7回 夜 問は4時間間隔で 2回 (23時.3時 )計 9

回,11月から3月の期間は昼間 7時 から4時間間隔で

4回 .夜間は1回とした お のおのの給夜時間は10分問

とした
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3 擁

播題は各植穴に4-5位 おとし、細かい軽で軽く覆土
をした。草丈が4-5伽 の時に1楢穴 3本にFH5引き、事
丈力」S-20 に なると倒伏防止のため暉面上15伽の高さ
にキュゥリネットを帳った。

病害虫防除は全く行わない無農薬で栽培した 収 種は

号

丈

督盤T5増 軽伝量色

抑 よ1年 に1回、入れ常えた

供試品極  ｀堺奴、 ｀金長、 ｀二☆、 卓越津、の4品
極について生育 品 質 耐 暑とにつぃて詞べた 1982
年 6月 3日に幡種し 7f110日 に収檀した

試験 2 培 養液の冷却およびヵn温処理とttBネギの生青
辞,橋 ｀堺奴、を用い 1982年 7月90日まきと8月
16日まきについては将表液の冷却処理をイiい そ れぞれ
9月 14月.9月 27月に収謹した Ir養 液加温処理は1982
年12月15日まき 12月 30Hま さ 1月 15日ま= 2 Fll
日まきの4作 について行った II寒 液の冷却は冷水器
(サンヨーHc-61 Fn00 W)を 用いぅ加温は′ヽイブ
ヒーター (八光せ機 B型  lKw)を 用いて行った
試験3 播 種期別生百日数

品橋  ｀堺奴、を用い 1982年 7月 15日から1983
年 6月 30日までの 1カ年PH9 15日F87隔で討24回の橋層を
くり返し,播 極期別に生育日数を副べた 全 期PHH モ養
液の冷却iヵΠ血ぉょびガラス室内の加温は行わなかった
ガラス車内の積算温度は飯尾電機のsTI_525Rを

用い景測した

試験 ! 播 極後37日日で収稚し生青調査をした結果が算

1表である こ の期間はガラス室内の最高気温は30℃を
越えとll栽培では資先の枯れこみが発生 したか酸
耕では比較的この_f先の付れことが少なかった 品 種の
中では 息堺奴、が最6こ の枯れてみ,夢 iく,次いで ヽ浅
責、で ｀金長、 理 IE、は枯れらがりが認められた 生
育も
｀
堺奴、が最も早く 耐 密仕もあることから以後の

試験では こ の ｀堺奴、を使用した

試験2 埼 差波を冷却処理した8月 ,9月  加 i温処理
した1月 , 2月  3月 のガラス室内の気温 It抵 液温の
句劇!最高 太 低温度を第2妄 に示した 8月 は電温の

第2表  培 差液の冷JJ及び加温期間中のを温と
岩養液品

果結
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第 1表  轄 耕細ネギ用『1覆比較

6 7 3 9 4 0
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最高は40C近 くになり、ネギの生育にとって全く不適当

な環境となる こ の時に培養液温を下げた時の効果をみ

た 冷 却処理によりを養滋温は最高、最低とも無処理よ

り5C程 度下がり、ネギの培地の適温とされる10月頃の液

温となった こ の液温で7月 30日、 8月 16日まきについ

播 種  日

第2図  培 養液の冷却処理がネギの草丈、生

体言におよぼす影響

て革丈と生体重を調べたのが第2図である 増 養液の冷

却により生育は少し進んだが,そ の差はわずかであった

一方ぅ 1月 や3月 の期間 培 養液を加温し 最 高凝温

を無処理より約10C 最 低液温も7-8七 高めると生育

は若しく促進され 収 穫時には約15日間の差力ち , たヽ

試験3 15日 F85隔で 1カ年間 播 寝をくり返し そ の

生育日数 生 育的壊 生 育期間中の平均温度と積算温度

(C Xhr)を 第3表 に示した 各 播種期の収穫物の大
きさが不揃いであるが,簿 冠期別のと首日数をみるとす

4月 から9月 までの期間は1作  40～ 45日 3月 と10月

の期間は50-55日 ,2月  11月 は65～75日、1月 12月

1乞   。47

播 種  日
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では76-80日 を要 した

各播種鋼,J細ネギの生育全jIB間の積算温度を比較する

とぅ積算温度の最も少ない擦種類は9月 上中旬まきであ

つた

察考

細ネギに用いられる種類は,ケ ギ (分葱)″′,″初

yXr″ゎwll iz てまたはA α ttro7″″, と! を用い

ることもある ) 協 々∽¢遊 os″"MAKI NO ア サ

ツキ (糸葱)コ ,」d¢缶う。茄ぁ″" sCHLT  な どか

あるPと般には葉ネギ″iFsr″わ。″″ムを用い 草
丈が40-50伽の時収穫する こ こでとりあげた品種は
｀
堺奴、 (九条細系), ｀金長、 (千住系) ｀ 浅責、

(九条細系)ぅ ｀越津、 (九条系)で あり,最 近 各 地

で名称をつけ生産されている細ネギも九条系のものが多

/1“臼
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【t種月
収頼日告
月日

8  26  41

9  14  45

9  才   41

10 J3  42

10  29  44

11 22 51

12  16  54

1  5  伍

1  29  74

2  17  77

3  8  協

3  23  82

4  1  7 5

4  8  範

4  加   63

4  30  も0

5   0   5 4

6  16  45

5  31  46

6  J 5  4 5

6  釣   44

7  15 44

8  1  46

8  1 6  術

生首期間中
積 界 温 度
( C°X h )

育 生 育  調  査 生 育 期 五 中 平 均 想 度

W年 7月 15日
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数 革 丈 葉 輸長 葉 鞘径 昼 邑  夜 温  1日

244    263    25365

245    20S    281F17

223    25,    25305

183    205    20● 24

167    198    20351

14■    18D    22β ,4

12,    170    21,95

97    143    22268

74    128    22● 43

6 1    1 2コ   2 2 1 2 1

53    11●     2232o

57    120    23● 95

62    126    22688

89    14お     22303

95    15お     23578

117    174    24702

134    188    24453

1&1    207    22■ 28

16●    2,■     24,75

182    230    24832

19お    243    25200

205    241    25■ 42

233    267    20433

2韓     295    31お 89

a    ‐

73     46

84    39

72    46

73     42

77     50

35     4o

83     52

81     4●

72     50

94     52

83     64

103     62

97     53

8B     57

斬     62

120     62

9●    磁

1 0 6     6 2

107     64

101     5S

100     54

7●     54

65     53

74     47

28ク

2 8 5

2 8 5

233

23a

217

213

189

181

170

170

184

191

203

217

232

2 4 3

263

271

273

283

276

301

337

告!1):法畳誓を暑離 そ岳ど督鯛 母唇皇鞠 承

く折れやすいので高温期には折れにくい品種の検索が必

要である

6月から8月 にかけての栽培施設内の温度環境はネギ

の生育にとっては極めて高すぎて不適である こ のため,

培養夜だけをネギの地下部環境に適した温度条件にした

結果,塔 地温を下げるだけでは生斉に及ぼす影奪Fま井常

に少なく。気温も下げないと効果がないことが判明した

したがって,実 用幾をで培奏滋の冷却処理は不要である

と考えられる

う 、11月から3月 の期間に培養液温を無加温より8
～10C高 めると発孝が早く,揃 いもよく。初IJIL育力撻

み書しい生育r_J果 がみられた 特 に温度の下がる12

月中旬まきでは同じ車丈になるのに加温,無 加温で約15
-21日 間の差ができた 実 用栽増でもこの岩養夜の加温

第3表  細 ネギのは種期別生育日数,生 青調査おょび積算温度.平 均潟態
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効果は高く さ らに施設内にカーテンやトンネルを行っ

て保温をすればいっそう生育の促進がみられると考えら

れる

年間揺程をくり返して伯寸回数をみると 年 間同一場

所で6作 はでまることがわかった こ れに前述の特差液

の加温やカーテン ト ンネルなどで保温をすると年間8

作は可能となろう

各ftF種翔別にその1作 の生育期間ⅢのR算 温度の最も

少ないのは9月 上旬一中旬まき10月中 下 旬どりである

この時のEIHH(7時 より19時まで)の 平均気温は23C

夜間 (19時より7時 まで)の 平均気温は17-13を  日 平

均気温は20Cで あった こ れからみて こ の温度条件が

ネギの初期生育の/1育適温と考えられる?)

軟55野尭は年間 毎 日きれめなしに市場出荷し そ の

実績によって有利なllk売かできる こ の細ネギ()毎日市

場出荷することが大切で こ のための作付計画か必要で

ある 年 間の作イJ:1画として 全 体のベッド面積を均等

に}0プロックに分ける こ の中の 1つのプロックを3カ

から10月までの期「b5は5日 間で収穂し 収 確の終りしだ

い直ちに鋼移をする こ の作業をくり返すと,この期間は

約50-60日 で全ペットを 1まわり'る ことかできる 〕1

月から2月 のな淵期は1作 の生育畑間が長くなるので 1

プロックを7日 ti後でよわる こ の時に培養たの加温や

保温処置をするとこの期間が短縮される こ のような作

付の0-テ ーションを組むと 年 間6作で60ブ●ックを

こなすことになる 収 確作業は景から秋にかけては1作

の生育期樽〕か短いのでtLしく 冬 獅は労力にな裕がでて

くる 1戸 当たりの全作付面X31は、その労力に応じて次

定される す なわち、ベッドの実面積が 1的0ぱ とすれ

ば 春 から秋にかけて、 lH約 20～25fの ほi積に生育し

ているネギを収礎 ・調整する:算 になる

この試験のH標 の 1つが、経貴かなるだけかからない

簡易tt耕装置ということで子作りの技|くを前提とした

ハウスの床実面積を looOぽ として 周 辺と通踏面積を

とし引いて殺培ベットの実面積を6櫛 古と算山した こ

の面IRに装I~する簡身碑耕装置の材tl費を第4表 にあげ

た こ の話材料のうちで最もA4資のかかるものが発泡ス

チ,― ル板で,鍵 排装置の全紙費の44%を 占める

次に 10″ 規模の簡身FI耕施設により細ネギを周年裁

をした場合の収支を試算した結果を第5表 に示した ハ

ウス施設は換気局が8台設置された鉄骨FRA振 りのも

のを想定した.栽 培費の合計は130万円で こ の中で最

も多いのが償却費で全生産資の24%を 占める 保 冷には

高温期の栽培には必須条件となる

流通経費の中では市場手数料か全生産費の347%を 占

算4衰  簡 易碑耕施設の材料経費

項  目

%

5 8

プロック36 0佃、セメン

ト2峻 砂2材、へ‐ヤ

柾2枚

０
　
　
　
　
　
，　
　
　
　
０

”
　
　
　
　
一　
　
　
　
抑

水中ポンブ2台、VPa

20‐切3昧 ツサ フを鋼

水道メーター1は フロ
ートスイッチ1個、ツケ

ット類7師 、電磁弁 1個、

ホース、そのlJ

首乱 繊 1個、マグネット

スイッチ2個、2い PHlタ

イマー2個、ミ‐タイマ
ー2価、スイッチ2個

電線 そ の他

尭泡ステロール850+魚

杖800枚、角材180本、

フィルム1ンヽ Lt,4ntr

ネット4軟 、その地

め,流 通資の合:は 149万円と■産費合計の533%を 占

める 収 支試算の基建となる畑ネギ1束の年平均価格を

5叫Jと した こ の値は実際に市場出荷した実積から算出

した ■ と畳はハウス床面積 1000せ で醸耕ベッド面積

685ばとした時 そ のベットの合占1植穴数を19万個とし、

この植穴にネギを3本仕立てで栽培すると, 1作 38000

末 年 間6作 として 228万えの収畠か試算される こ れ

より他収益は 1140万 円となり こ れから純収益は861

万円と算出された こ の時の所得率は755%と 試算され

る

この細ネギの周年栽■に要する労力を検討すると 1

人 1日 の収枝 調 整能力は熱練すると301東と試算さ

れる こ の生産量をこなすのに760日 そ の他の管理と

して幡極すPHⅢ引,培養滋菅gBなど約60日,計 8和 日とな

る た だし餞統装置の製作労力は含んでいない こ の中

で省力化か可能なものに18題作業がある こ れは和欠 1

つ1つを手で指くのに対してペレット種子を用いてスラ

イド式の播穏器を使うものである な お 最 も労力のか

767000

1063Ⅲ 00

備考 :ベ ッド実面積 685ヤ



第5表  筒 易醸耕細ネギの周年栽培の収支試算

日  十  金  額 蝉 内 訳

費首種

培 養 滋 費

水  道   代

電  気   料

醍

ネ   ッ

代

ハ ウ ス

償=噴 藤和施設

保 冷 庫

1 6 5 1 1 0 o

16500C

120000

100000

70000

9000

360000

2 1 2●8 0

21 2 FJ80

100000

59

59

43

35

7

1

3 3田l  X 5 0 0司

饉 ギ 15崚 x

330側

l ooo91x 120円

5000 KW X20円

14材X5000円

4軟 X200円

5400000同 ■]5

年 (錫有 P A Rハ ウ

ス)

lp63400円 ■5

年

70q000円 ■7年

囚 130168C 46,
コ ン テ ナ借 村

出 荷 運 賃

市 場 手 数 料

結 穴  タ  イ

17100C

228000

960000

120000

６‐
　
　
　
　
８２
　
　
好
　
　
４８

Cコ ン5700ケ _ス

X 3 0円( 1ケース

40】ひ0

5700ケ ースx40円

1140万 円X0085

(刊家降州 85%)

120束 X lp00円

流 通 経 費 計 B) 1488000 53を

(A+ 2789680 10(

1京当たり平均判価

祖  収   益

純  収   益

1日 当たり収益

50

1,00000

8,10320

10322

228ooo束 X50円

1作 38000本 X6

作

収穫労力 760日

播極40日 培 当政皆

理15日、その他 5日

計 820B(年 PB8
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環境の悪い条件下でもなりたつ特長がある

要描

簡易確村装置を用いて細ネギ “ ′,″″れr″る″"―

z)の 周年技培を行 った 実 験はこの載培に適す
る品樟の選定,好 養液編庫がネギの生育に及ぼす影響,
縮種期,Jの生育日数を識べ こ の簡易疎耕栽培法による

細ネギの生産にかかわる経営評価をした

1 4品 種のネギの中から耐号化があり 生 育の早い
｀
堺奴、を適品種として選定した

2 培 養液の加温と冷却処理を行った 低 温期 培 養

lrを昼間26-27C 夜 問19-20cに 加温すると生育が促
進された 一 方 高 温期,培 養滋温を無処理より「C下

げてもネギの生育にはほとんどをかみられなかった

3 こ の間易礫耕により,ネ ギを1981年 7月から、

1982年 6月 までの1カ年F85、15日間隔でお種し 1作
の播層から収種までの生育日数を調べた 4月 から9月

までの期間は1作40～45日.12月  1月 まきでは75 80

日を要した こ の結果より,前 の作付の収種後,直 ちに

次の作を播種し こ の綺易礫耕のな来の能力か発揮でき

れば年間6作かできる

4 こ の確耕方式は3つの特長があり、実用性が高い

ことが認められる ま ず第 1の特長はその受置の建設貴
とネギの二産経費が他の方式よりも少なくてすむことで

ある こ の栽を方式の第 2の特長は策定された模範的な

IFHの 組合せと 収 穫計画によって生産者は年間 と き

れることなく細ネギを生産できることである 第 3の特

長は,小 規模な栽培Elu積によりを目の家族労働力に応じ

て高収益が得られることである

備考 :所得宰755%。 ハウス面積102.ベ ット面積685ポ
醍耕施設作りの労力は含んでいない

かる収種 ・罰整の労力をいわ■̀ 軽減するかがこの栽培の

成された課題である

薬味用細ネギは ,レ タン片に幡穫した水耕栽培のも

の 上 耕栽培のものなど最近はかなりの量力市 場に出ま

わっている 需 要わllHびているといっても大量生成する

と過剰になることが懸念される こ の知ネギ栽培は小規

模の面積で高収益が見込まれ所得手も高い 作 業も軽労

働で家よの労働力に応じた作付面積で経営することがで

きる ま た あ る単位にかたまったと地をll成すること

なし個人単位の規模で成立し,都 市化に伴う周辺の宮農

引 用 文 献

久宮Fr男・峰岸正好 1982 人 工培地を利用した

野菜栽持に関する試験  〈第 1報)簡 易水、腱耕に

よる細ネギの栽を、国学要旨 昭 57年秋 :22党 25
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SII nlary

A stuけ waS ulldeltaken wih a vlew to aclue■4ng year rcllnd Productio■of llosKlコ031 ttrr12初

,伊″わS2閉L)by maklng use of sllllple sralel●lllture oqxllPment
Sollle exF erunels wero caried o■ t to olをHfj ule most w■ abie va五αy br cll■ure,to deme the

effects oF■uthellt solutお■temperature on tlle gro7tll of ne伊 ,to detematle the gronan3 Per10dS fOr

eacll s。■lng date and dlso to evaluae tlle managemellt of hoso negi producttton by slallP10 gravei clll

ture

The resl■scan be summar乾 oさをs follcwst

i   F r o n  f o u r  k■l d s  o f  n e夢ⅥH e t i e s , cマ
` ` S a k a r y a l■

o ) w a s  s e l e c t e d  a s  t h e  m o s t  s u i t a b l e  F O r  e r a V●1

cultur●J hamns charactehstios of hoat tolermce and promoted Browdl

2  Experrnao■ts o■tlle heatltlg and coolng of slllutおn br gavei crkure ttve the foll■lng reslllts
Triais d■血=the cool seasljn sutteSted that ieatlllB ttt sOlut10n t。まVe n day temperature of 26 27°C
and a nlか,telllper■■re of 19 20°C was bo■endal for n。邸既。Wdl,but dul■ng the hot ttattn】the use
of a temperature 5°C lower tllan an,■cooled s。lution was o.u■韻=hJy benorlcitt for ie31野OWth
3 Noま were wW■ ■ 15,day htenais all ycar round from」 llly 1981 to JLlne 1982 The nulnber of

days iom sowin3 to五 awett was 40 45 days for APril to September sowulg and 75 80 3ays for De

ccmber and Janlla,soHang  Fr6m the Bro、 7ing Periods oF each sowlrlB date,we co■olllded that,セmt

in3 tur■。ver eould te slx tll■esin a y●4r,lf Javel clliture was llsed to bost advを■tageしy renoIIn3 the
old erOP and l■amediately re,140HIB“ Wlth a newiy sぃ7■One

4  There are three n円 。r advantages of tlus gr卸 ol じultultt nethod alld lts valuoお r piacteal us牲 o

is well reco3■lZed

The Farst tenorat is that t。。まs less to b」ilこIn rciati。■to is Produ航1宙ty than any ouler grぃwIB

syster●

The second bo■erlt is that ths o■ltural syster●oェlabios a comlnttci江既ower tO produce hosKl ao夢

al yeaFrOund by combrled Pro3uctbn■ sh=■ S designled Plal・t rotatbn and harvest schedull

Thoと hむd beneflt is Breater com nere141 PrOductlo■ from a m■ linturlzed例 lthated area o■ Hlllell

o畑y fallul ne.lbers are engattg in faH■S■3


